
 

 

北九州市の小中一貫教育について 
 

１ 小中一貫教育とは 
  

小・中学校が目指す子ども像を共有し、義務教育 9 年間を通じた教育課程を編成し、学習

指導や生活指導を連続的・系統的に行うことにより、学習意欲の向上や学習習慣の定着、小

中ギャップへの対応、教職員の意識・指導力の向上などを図るもの。 

 

２ 北九州市の取組み  

・令和 3 年度 「北九州市小中一貫・連携教育基本方針」の改訂 

→手順や方法を具体的に示した「北九州市小中一貫教育ガイド」の作成 

 

・令和 4～5 年度 「北九州市小中一貫教育ガイド」に基づき小中一貫教育モデル事業を実施 

モデル校区「中央中・八幡小」と「尾倉中・皿倉小」 

→連続性・系統性を踏まえた 9 年間の活動プラン策定、乗り入れ授業の実施など 

 

・令和６年度より、市内の全中学校区において小中一貫教育を実施  

→9 年間で目指す子ども像や教育目標の設定 

「総合的な学習の時間」について、９年間を見通した教育課程を編成 

 

・令和７年度 「北九州市型小中一貫教育校」を指定 

2 中学校区 「中央中・八幡小」と「尾倉中・皿倉小」 

→各教科等について、9 年間を見通した教育課程を編成 

小・中学校間の教職員の兼務発令、小中両方の免許を持つ教員の配置 

※６中学校区を北九州市小中一貫教育モデル校として指定 

 

＜参考＞ 小中一貫教育校の形態等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8 年 7 月 2 日 

教育委員会学校教育課 


